
障害者福祉計画アンケート調査
　　　集計結果の概要をお知らせします

1　調査の概要
　調査対象：・障害者手帳所持者および特定疾患医療給付制

　　　　　　　度受給者（すべての人）

　　　　　　・一般町民（300人抽出）

　調査期間：平成23年1月14日 ～ 28日

　調査方法：無記名方式による郵送配付・回収

　町では、障害の有無にかかわらず、誰もがいきいきと安心して暮らしていくことができる地域社会を目指して、

現行の障害者福祉計画を見直し、新たな「第三次障害者福祉計画」の策定を進めています。

　計画の策定にあたり、障害者手帳所持者および特定疾患医療給付制度受給者、一般町民の意見をお聞きするため、

アンケート調査を実施しました。ここで、集計結果がまとまりましたのでお知らせします。

　ご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

種別 配付数 回収数 回収率

身体障害者 1,029票 686票 66.7%

知的障害者 255票 153票 60.0%

精神障害者 118票 77票 65.3%

難 病 患 者 204票 139票 68.1%

一 般 町 民 278票 82票 29.5%

合　計 1,884票 1,137票 60.4%

※上位３つ （複数回答）

家族や知人に相談したり、 情報を
得られているので、 特に困ることが
ない

48.0

身体障害者

2　障害福祉サービス、相談支援について
　【障害福祉サービスについて】
　　ホームヘルプサービスを利用している人は、身体障害者で7.6％、知的障害者で3.9％、精神障害者で2.6％、

　難病患者で7.9％となっています。

　　各サービスともに、利用していない理由で最も高い項目が「身の回りのことはひとりでできる」あるいは「利

　用する必要がない」であり、身の回りのことがひとりでできなくなったり、利用する必要が出てきた場合は、6

　～9割の人が「利用したい」と回答しています。

　　障害者自立支援法によるサービスについて、「知らない」と回答した人が多く、制度が始まったことによる

　困ったことについては、障害者別でも「制度の仕組みがわからない」が最も多くなっています。

　【相談支援・情報提供について】
　　「家族や知人に相談したり、情報を得られているので、特に困ることがない」と回答した人が4～5割と高く、

　それ以外では、どの障害種別でも「どこに問い合せたらよいかわからない」、「身近な場所に相談するところが

　ない」が上位2つとなっています。

知的障害者

精神障害者 難病患者

どこに問い合わせたらよいかわか
らない

身近な場所に相談するところがない 9.0

19.7

家族や知人に相談したり、 情報を
得られているので、 特に困ることが
ない

どこに問い合わせたらよいかわか
らない

身近な場所に相談するところがない

44.2

15.6

31.2

家族や知人に相談したり、 情報を
得られているので、 特に困ることが
ない

どこに問い合わせたらよいかわか
らない

身近な場所に相談するところがない 9.2

17.6

37.3
家族や知人に相談したり、 情報を
得られているので、 特に困ることが
ない

どこに問い合わせたらよいかわか
らない

身近な場所に相談するところがない 10.1

21.6

49.6
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3　現在、困っていること
　　「外出する機会や場所が限られる」、「人とのコミュニケーションがうまくとれない」、「働けない（就職できない）」

　などの割合が高くなっています。

※上位５つ （複数回答）

31.0

身体障害者 知的障害者

精神障害者 難病患者

13.1

20.8

34.6

26.1

31.4

10.2

12.4

22.9

25.5

55.8

36.4

36.4

40.3

41.6

32.4

14.4

15.8

10.1

11.5

4　災害に備えて力を入れてほしいこと
　　「障害者が避難するための地域ぐるみの協力体制の確立」や「避難先での治療体制の整備」、「障害者に配慮し

　た災害情報などの伝達体制の充実」などが上位にきています。

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

障害者が避難するための地域ぐるみの協力体制の確立

避難先での治療体制の整備

障害者に配慮した災害情報などの伝達体制の充実

32.2

24.2

25.8

37.3

22.9

24.8

※上位３つ （複数回答）

35.1

27.3

33.8

38.1

36.0

28.1
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働けない（就職できない）

人とのコミュニケーションがうまくとれない

外出する機会や場所が限られる

十分な収入が得られない

趣味や生きがいを持てない

特に困っていることはない

外出する機会や場所が限られる

町の防災無線が聞こえない

その他

医療費の負担が家計を圧迫する

人とのコミュニケーションがうまくとれない

外出する機会や場所が限られる

友人ができない

自分のお金の管理ができない

特に困っていることはない

0　  10　 20　 30　 40　 50　 60
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特に困っていることはない

外出する機会や場所が限られる

十分な収入が得られない

働けない（就職できない）

その他
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障害者が避難するための地域ぐるみの協力体制の確立

障害者のための避難訓練の実施

障害者に配慮した災害情報などの伝達体制の充実

避難先での治療体制の整備

障害者に配慮した災害情報などの伝達体制の充実

障害者が避難するための地域ぐるみの協力体制の確立

障害者が避難するための地域ぐるみの協力体制の確立

避難先での治療体制の整備

補装具や日常生活用具などの確保
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5　一般町民の意識
　【障害者や高齢者などへのボランティア活動について】
　　ボランティア活動の「経験がある人」が２割弱、「経験はないが参加してみたい」と思っている人が約３割となっ

　ています。

現在行っている

現在はしていないが、 過去にしたことがある

したことはないが、 できることがあればしてみたい

今までしたことはないし、 これからもしたいと思わない

わからない

無回答

8.5 32.98.5 18.3 24.4 7.3

【地域での助け合いやボランティア活動の活性化のために大切なこと】
　「援助が必要な人、援助をしたい人のための相談・情報提供」が最も高く、次いで「ボランティア団体の活動

内容などの情報提供」、「ボランティア１日体験などの参加機会」と続いています。

援助が必要な人、 援助をしたい人のための相談 ・ 情報提供

ボランティア団体の活動内容などの情報提供

ボランティア１日体験などの参加機会

活動をしている人のための研修

活動拠点の提供

※上位５つ （複数回答）

6　重点施策
　【保健・医療に関すること】
　　「医療や健康に関する相談の充実」や「障害者が診てもらえる医療機関の確保」などの割合が高くなっています。

※上位３つ （複数回答）

医療や健康に関する相談の充実

障害者が診てもらえる医療機関の確保

リハビリテーションの充実

25.1

身体障害者 知的障害者

精神障害者 難病患者

17.9

24.2

40.5

13.7

19.0

19.5

23.4

44.2

17.3

19.4

36.0
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0　 5  10 15 20 25 30 35 40 45 50

医療や健康に関する相談の充実

障害者が診てもらえる医療機関の確保

訪問看護 ・ 訪問指導の充実

障害者が診てもらえる医療機関の確保

医療や健康に関する相談の充実

障害者が診てもらえる歯科医療の確保

医療や健康に関する相談の充実

リハビリテーションの充実

各種健診の受診機会の確保

0　 5  10 15 20 25 30 35 40 45 50
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0　 5  10 15 20 25 30 35 40 45 50
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なお、集計結果の詳しい内容をお知りになりたい場合は、福祉課障害福祉係までお問い合わせください。

問合せ　役場福祉課障害福祉係  ｔ（295）2112  内線 116・117

【就労・雇用に関すること】
　「障害者を雇用する企業の優遇措置」や「職業紹介・相談の充実」などの割合が高くなっています。

※上位３つ （複数回答）

18.5

身体障害者 知的障害者

精神障害者 難病患者

14.1

14.4

26.8

18.3

26.1

19.5

23.4

42.9

16.5

18.7

24.5

【社会参加に関すること】
　身体障害者および難病患者では「建物や交通機関、道路などの改善」が、知的障害者および精神障害者では「障

害者に対する理解への啓発」が最も高くなっています。

※上位３つ （複数回答）

建物や交通機関、 道路などの改善

障害者に対する理解への啓発

助け合いやボランティア活動の活発化

37.0

身体障害者 知的障害者

精神障害者 難病患者

14.1

17.9

37.9

18.3

19.6

26.0

26.0

44.2

13.7

13.7

33.8

障害者を雇用する企業の優遇措置

職業紹介 ・ 相談の充実

公務員や公共施設への障害者雇用の拡大

障害者を雇用する企業の優遇措置

職業紹介 ・ 相談の充実

職業訓練 ・ 能力開発の充実

授産施設など福祉的就労の拡大

障害者を雇用する企業の優遇措置

職業紹介 ・ 相談の充実

職業紹介 ・ 相談の充実

公務員や公共施設への障害者雇用の拡大

障害者を雇用する企業の優遇措置

障害者に対する理解への啓発

友達、 仲間づくりなどの交流

建物や交通機関、 道路などの改善

障害者に対する理解への啓発

友達、 仲間づくりなどの交流

建物や交通機関、 道路などの改善

建物や交通機関、 道路などの改善

障害者に対する理解への啓発

助け合いやボランティア活動の活発化
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